[image: ]　《現在の対象者》
＜何をどう書けばよいか＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・対象者の「こころ」と「からだ」と「社会関係」を重ねながら，その人が生きてきた人生を同時につなげて，「その意味」として記入する。
・どのような生活が病気の発症や悪化につながったのかをイメージする。
・自分が対象者の立場に立って，そのときの対象者の置かれた状況をイメージする。
身長
体重
病名と障害部位
病名と障害部位
趣味・楽しみ役割･現在の生活環境など

家族構成を図示する
対象者の訴え,思い,気持ちを表している言葉をそのまま記入する
対象者が受けているおもな治療等

＜何をどう書けばよいか＞
・対象者が現在まで，どのような経過をたどって今に至ったのかを，左から縦書きに
「こころ」と「からだ」と「社会関係」に分けて記入する。
・【様式1】【様式2】に収集した情報の中から，自分で選択したキイワード・キイセ
ンテンスを記入する。
・時の流れにそって，経過ごとに年齢を記入する。
・こころの状態を察する事実（言動）を記入する。
　


九州看護福祉大学看護福祉学部　看護学科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
《時の流れにそって経過ごとに年齢を記入》
Database　Ⅲ（全体像モデル－対象者を全人的に捉える）
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九州看護福祉大学看護福祉学部　看護学科
image1.emf
全体像モデル　―

対象を全人的にとらえる
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